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~~ ヨ ア 津 J、 ー一 ス 井三 レ 第

レ ナ 念島 Jレ ナ波 Jレ llJ 百 JI〆 一I 

百 斜村 所 JI〆 浪 ナ .；・、 米 jl 国、 、
紳海米 若附或奥ヨ扶 フ 熔突 :::i 参

津蝕突 グ 近 J、種Zノ Z〆 岩 ア E百
I 

リド ｜ 島作 ノ ノ、 ーー ャ 山一司Z起 ヨ

村周 問 断見 キ ヤ 伏 共 L山－ 
、

タ 一一 一一
崖 Jレ ヤ キ 地 ・/ ーー 及

コ ヨ ア ヲ カ ‘マ ヤ ア 天秩
L I 

リ ナ如 ヨ マ タ 井究

i賓－ 生
I 、 」 、
メ セ グ 及莫 ゴ 山 山、 I 

揮成 〉〆 Jレ念 メ 天高 J、

尻 セ ボ 附斜 ン 井 サ ド 異 島

等 プ 近 ジ ポ 山 百 回 ナ ノ

ノ レ
L及-

一一
往 ノ 米 等 北

I L 
長日 タ 可P 最 々 ーー 北突 J、 山 端

キ JI- ノ モ 断見東乃 軟頂 ::. 

i時モ プ 多崖 Jレ ノ 至 弱尖墾

入 ノ カ ヲ カ 如百 ナ ニL

地 、.＞•~ ナ如 キ 五 Jレ 山 JI〆

し一

=-

－ 
___.. 



ナ i陪ヤ 演外存怒テ 河 ア キ 平 、
ーー

L 

ジ F手 津西 ス ナ 海 流 往 稽 f也 ア、
..＞、 ゴ 南岸 3レ Jレ 一ー

J、 〉主 旋 J、 稽 Jレ

北 τz ーー
一一 一一 J:R. 朝 概浮 キ 各 ス 牽

I ，，ー、
岸ヤ へ於閥砂 ス ネ 石所持第地

ヲマピテ セ ヨ Jv ノ ーー 入ニ J、
除 海． 環しー J、 ス 者 ナ砕 於地 図決

ケ fj )J 紳下 うa ヲ レ 芹 テ 一一 参砂
..＞、 ア ヂ津流 レ 稽 ヲ モ存 照 居、ー，，
！~ ヤ 島 一一

Jレ 大 モ 交其 ス ヨ、 L

較前 ノ 村於 ヲ ナ源ュ幅 レ

的停津 ノ プ 以 ヲ 僅 ナ、
階

一一
国 北 J、 プ 天 一一

モ 、
入於 ノ

一一 一上 ス 井 ー其 其、
ー一 ア 揮 瀧掬流然 山 町医 断
宮 J、 等 ノ ノ

一一
レ ノ 一』． 域 崖

メ
一 ア ，~ 1］＜ 桂ト 西 過甚 ヲ一

Jレ浦 I・ ヲ揮モ 仰j キ タ 以、
モ階東 ノ モ ノ 其 一一

ス 狭 ア、
港 ーー 岸 得如流 蛮 主 グ

傍注ニ同I 

、
Jレ キ 路 ジ ーー 前 レ

トケ於ト ゴ 涜 .；・、 七 石積 Jレ、
ジ JI〆 ア v 水狭軒 英長 所

ア J、 -x「 能 －ー. 町 ノ 演I 
..l，、

債流 タI しJIーI J、 r局A‘ 
一ー

ヲ 白 タ i二

値 ア ラフサ メ 其経 砂 コ 俗

ア イ J、 Jレ Jレ 河前 ヨ 之

カ”海 ’ JI〆 ナ支床演 演 レ

よE子
露、

及 流 ，，、
ーー ナ ／ ヲ、 I 

ノ るノ 長此 ノ 粗於 長11 ま



｜理 列本 岩島

礁蝋

士 スヲ ノ J、

緬 1中豪天上天下基レ構 各東

地 積 地井部チ 部底 J 成 所岸

信屠友山 火モ火熔攻ス 一一 ーー
I 

世 砂熔山ト 山岩 ノ JI-- 一 凸タ一
J、 屠 岩萩原反 如岩 起 、音

震 砂岩砂 ジ類 地 スナ

災 居 屠 J、 Jレ イ

主義 主 ヲ L島ー

防 一一 質 見ア

調 熔 Jレ
（ 、

査 岩 第 西

舎 及 一 岸
版参

報 主え 約

1§- 砂
！！託 一」 ， 一

屠 海

方を ー一 里

ア ミ／ ／ 

伊 ア f中
旦 主主 ,g 、

4ゴ 重 一時
島 車！ 思、t
一一 ノ 走Jミ

シ

l謁 順 島 四

ス 序 ア

)I; ーー

新 従

島 ヒ



一一一 一一一一 一

一一 石 白 ノ ト 多石，、 四一昼ニ雲及、
露及色 反 孔 質 唾 十 ス種母某

出石 ヲ ア 三 質ナカ米基 JI〆 ア 統 附

ジ 英帯 －補 ナ 3レ ワ 突底 ヲ 紋近、 、
黒 ーー ヒ 就 i腎 Jレ フ 以熔以叉岩 ノ

ジ絹中叉者
L 

上岩テ色 ノ ーー 同 ナ t也、
白 テ 総最 J、 ニ於 ノ J、 設氏 Jレ 只持持

、
色 統光モ カ 長積テ 絶本 ーー ノ よf- ーー、
方尺盟揮康 '7 演 ア 之壁島 ，、所 ノ 就

白 ノ ヲ グ ブ ノ ヲ ヲ ノ 其謂 J、 キ
Lー

色 方有分 ーー 南（ー）検ナ基層 白熔詳

叉向 ジ 布見部浮 ス ジ磐序ま 岩述
..；齢、 ユ多セ JI〆 小コ石 JI〆 ア ヲ ］ 日

、流 セ

｜｜雑配少 Jレ如潰す質ヲ 殆 ナ従居 ヲ ブ

色列ノ者キニナ得 ス ヒ ..；，、 ナ レ

一一 ス ・流.＿，、 多露 Jレ タ 金者巨火 ジ タ

ジ（ニ）理多孔 ノ、 Jレ 島 一一 ~u 山路 、
ア 黒 ヲ 孔質 前 ノ ノ ・ン ジ 友石蓋

宇限呈質 一一
、演 ー 透テ JI 砂質 ジ

、
遜石セ ノ ジ者反岩縁友 ノ ナ本

明 質 種テ ノ 三石 ーー 砂 堆 JI- 島、
叉 ナ斑類角如浦 J、露層 積 ーー

J、 Jレ品＝轡グ潜持出ニ ヨ 黒 見

日程 Jレ

明部主テ獄級露質レリ ナ石 同

五 ナ尻＝白ヲ密出ナト被 質 氏、
ルー黒色ナナセノレモ覆 雨 ナ ノ

モ浦雲叉セ Jレ Jレ卜島セ 者 ）；.， 所
、

ノ 降 母 J、 Jレモ如黒内ラ 相 m・i 、
ア等長友モノキ隠ニレ 重 ノ 黒、



基 ナ又三四 ス分砂本 ｝レ ヌ、 一 ーー一、 、
中 フ ~宝.:; 回 ヨ 居磨 】レ 務概

I 、
ーー ン演 タ 参 、7 主 J、砂 下過 ジ

、
黒岩 ノ チ m1 プ

一一
ナ直 J、 キ部 ス ア

」＿＿， L 

此 J、火 斑雲石東モ ュ？氏 ーー
、

母 J、方 於砂岩基雨本山 日日日

長多山~院－予 ア ヨ 質底 j吾島 h足 ー・

石少 側岩 ＿，、 極熔中 中砂 乏

及 ノ 及 J、 下ナ メ 岩 ノ 最厨 ジ
I 

石流 jJ 手句 部 ’ ル〆 ア ヲ 主モ J、 キ

英理 ヂ五 一ー Jレ軟被 ニ康上 モ

ノ ヲ ヤ 』－＇－・ 厚部弱覆 i手グ 部 宵ノ、

！斑呈
L 
ノ 十 サ分粗 ジ 石分火 黒

日同ll ジ 龍米 一 短熔、 ヨ 布山 雲一
ヲ 球 一ー

，プ六ミ.. 一一
.＞、 ナ岩 古J 7氏 母、

散 欣 露 ノ 尺時 ノ ナ且砂 長、
黒占 f出出絶 ノ :::. 其破 レ ツ f昔 石

ス ヲ ス壁 資 ．相主件 Jレ厚 及
、 、
而 有 蓋 ヲ 色重 ーー 対‘ 1:k 居同 石

そJ rー，、 ミ／ ナ 粘墨破 ーー 砂、 ヲ 種 英

ア Jレ 同 ジ ゴ二 ジ 序 I手 ナナ I ヲ

石黒 ーテ 質 ア 井石 ス 岩 見
I 、

基日程熔タ 火水 ーー 質 本 j昔 Jレ
、

中石 岩 チ 山 平粗及 島 :::. 1斬

多質涜モ 主え ノ 砂黒 ーー ジ 次

量 時 ーー ヲ 成 ヨ 昭 於テ 1手
_.__ ，、

ノ 旋風
一一

央層 ~ ’ 石 ア 雨 石

球色 ス露 メ 理 ナ質 使者 質

扶 ノ Jレ J、 ヲ Jレ ノ 用 ヲ 熔
（ 

組 石者 レ 第呈苦I) ：；民 ス ρ口、 岩、
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災府不荒 ヨ 接今 織 ナ樟 ..l;

害鹿便康 ノ 回 一試レ尻、
J、 ーー ナ ジ大損 ノ 一

、、、 ト 其 1中一、
主 訴 Jレ飲ナ害地 。

ーー モ他積

一ー プ孤 料ラ J、災 ヲ前前小屠

流 Jレ 島水スー J、 合演積稽 J、、
水ユ ーー 錦然局 殆 一 メ ~t ノ 入 1可一一
及至 在メ レ部 ン 部如地床、
崖 レ ーー 一ー 地 合 ーー キ ／ 一ー
地 テ 快モ限会 鍛産税海 i骨
ノ J、乏宵 ラ 島 多ス慶積八

崩 以 ジ敷 レ ーー 災 グ 2レ キ ーー JI〆
、 、

壊 テ 道十耕亘 ジ石地蹄卒，－、
ーー 慮路名地 Jレ 第 テ英ユ へ地

基 急潟 ノ 亦 一 良砂ア 3レ及

版参照因 ノ メ 死甚雄 好 チ 沖 海

傷タ村
‘・

セ 手 一ー 、＿＿， ノ 分テ積積

段破者麗落 碕、析 J、屠 ヲ、
旬 ヲ 損 ヲ カ －＇，、 子セ殆 J、 構

チ 講セ 出 フ 一 原 Jレ シ得成

災 ス ジ サ榊 料 一ー ト石 ジ、 、
タ経石砂~害 Jレ蓋家 レ津

地 一一 ジ 屋 J、 島 ラ酸英 ヲ砂
..＞、 由本 ヲ 被ア ス九八砂混及

（｝） ナ 島破害 Jレ 十 ノ ス砂

火 グ ノ 壊 ノ ノ 一 、、、 ル礁、
山 建如 ジ 程 、、、

九 ヨ コ ヨ、 、
7氏 一一 キ 耕度随 一、
砂 念交地主義テ 酸ナ 多 ナ

ヨ ヲ 通 ヲ 想直 イ七 レ 量 Jレ、

三一八



ヲ 壊涜 ーー 人 等 ヲ
一一

J 、 ナ 山 山（ー）リ、
堆 るノ ノ 亘家 ーー 見於崖 Yレ郷Tヲ神ナ

、
積雨主

一一
見 Jレ テ側双村控津 レ、 、

セ 水
一一

且被 ル（ニ） .＞、 ニ砂矢ヤユ 島 Jv 
、

友 ヅ 害地役土止屠割；其村山、 ~ rJ 

矯共砂崖ナ災 場砂 マ ノ 村台 J、側
、

メ ュ層上 ジ ＿，・、 ノ ＿，・、 崩上i地台 ノ
、 、

一ー・ 統地 ノ 然友東崖或壊里fユ 地 断

人下域道 レ砂方下 J、
一

及接 ノ 崖：、
p肴A‘~ ジ ヲ 路 屠ニ ヨ 崖基輿ヨス 上（ニ）

ノ ア 流 ヲ モ ヨ 町 下 ケ 種ZJレ
一一

？及-, 
損涜 JI，破タ 館西 ーー ノ ア砂、
害路 、壊 ゴ ナ上3方建而ー コ 屠

"' ヲ ーー
一一

セ レ ／ 十ジ ジ部 ロ ア ヨ

被沿基

’ 
穣L Jレ Jll~，敷テ テ ー司 傾前、

i‘ 
，、、 因（三）ニ 台及間家崩起斜潰 ナ

Jレ セ渓起地海 コ屋壊 レ 念 ーー レ

シ耕 流 レ ノ 演達 ヲ ノ JI〆 ~ 臨 JJ.. 
、

モ地卸 々 ル崩
一一

宅J 押潟地 ジ 、、、
i口－ 

ノ ヲ チ 路崩壊治二 出 メ 災 テ背地

J、荒渓
一一

壊
一一

へ段 γ 輔 J、往後 ノ
、

七康流於 J、 ジ Jレ ノ 叉落該 々 ーー 断-, 
軒 ジ ノ ケ 甚テ タ階 J、墜断断秩崖：

、 、
町 河雨 Jレ タ 上 コ段之下崖崖尖（三）

＝＝ 丸

、
上 口岸災大 ノ 扶 ヲ セ ヲ ヲ 山渓

川積L ノ ーー ノ 害
一一

ーー 理 JI〆 ナ ナ 及 流-, 
山 近茨 J、るノ ヲ 前堆波土セ セ タ 々
ノ グ砂 本テ除潰積ジ砂 Jレ 、

ゴ 路

一土層島金 ケ樫セ上 J、軟上~ I 

部砂崩渓岸川尻 Jレ里或弱 ノ ド ;t. 
、 L 、



ヤ I 
一ー

ヨ
、y

タ 万三

,-.: 
不

ス
フ し守、 ゴ
L ー寸

，、、

プ
.:r. ヲ

カ
タ 得イ

ド 一一 ス
し -Jt 、

イ 17 
民住

ケ 、

モ;j;'' 
ノ

手持
ゲ

プ

、フ 著ー
ノド
」 、 r シ

7J ヤ キ
守f 」－－~ モ

オ
ノ

ノ
サ

ヲ

サ
キ 列

ど ~I 翠
「ボ ス
コ！
プ レ

プ
ブ守

.... ，、

ヤ
攻

L一←一、l Lτ－ ア一 ノ

ヘタ
キl 長日

マ
グ ジ

jJ '} 

'7 カ
L、 L一、
I 

メ 、、、

，曲、－ ・--- ．‘ー品 一．『いー 』吋帆

ノ セ 大 －ーー ノ 岸 山 、'Y 一寸

'" ジ 一一 サ
災 ジ 崩 ナ 被 闘 被 一一 仰i，、と 17 

害 メ 壊 Jレ 害参害流
、

ヲ ぷロ‘ .... ，、 モ 地照 地 下 崩ーニ及
） 

被 j也 流 ノ 中 主 Fセ 壊於輿

レ ＿，、 刀三 ア 最 一一 ~fl ジ 一一 ぅ－ 種
JI- f子 1‘ モ J、、 述 結 基 Jレ 一

モ I 1上 蓋：惨 ヒ、、 果 因 被過、
ノ -・ 一一 三／ 統 津其 一 ジ 害 キ

土秩 ヲ 上 災 タト → ヲア 一 サ
,,,, 面砂矢 極涜 害

,, 
最 Jレ

モ 砂 ヲ Ill l、 地 ノ、 ア プ モ モ、
しー

地際運 ノ 、、、 ノ 断 ス ノ 大 耕、

域 ノ t股北 ヘタ 崩 崖輿被 -r :tilt 
極 荒 ジ 麓 ヅ 壊 ノ 種 害 I 

メ 原 来 ヲ /¥' ーー 崩 ノ J、 被

ア 西 ブ 作壊被上 ス 害

走 Lニ－ 
、

狭 ナ 一了 ヒ 一一 害 流 七 ＿，、

レ よロ当 ス 於流 基地 ヨ 軒 殆
ナ 地 Jレ ケ 下 グ ヲ リ 町 ン、
))., 此 上渓 Jレ セ 弓士 見 多 ノ

ヲ タト 一一 流耕 Jレ ノ Jレ 量地 之
以 各 j巳最地 土少 一一 ノ 災 一ー

プ 所盤北 ノ 砂 カ 其 土 J、 ヨ
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ヲ レ Jレ ノ シ 地 約 ス 南 西、 、
有 テ モタト蹴 T ノ 一 Jレ 地 秋 南一
セ 多北 悉 況北北 反モ｜｜ J、川秋

サ グ東グヲ 西西 歩ロ ．潟 水 川

Jレ J、 ナ ；U1概 ーー 手句 ァ 揮 メ 準 ヲ

モ渓 板覧 向五 ノ 一
ヲ

去‘、
ノ 谷 地岩 ス ー了 百 左 降抜 3レ

、ーー 災 ヨ Jレ 崩問 岸 下 ク 約、 ． 
如 i吾川 壊 北 －ー. セ コ 五、
グ ，、、 第 成 j也 る〆 ヨ 於 Jl〆 町
、 、 、

岩 十 質 其 ケ ゴ 約 五、 、
i暦而ー傾 J、 面 市 Jレ 百 枇

ノ ジ披 ;f;l 第積秋 地 約米紳

傾 テ 地 J、 五約川 月，，月. 五実 吐
、、~

斜 地 ーー 第 統一 一ー ナ 寸 凡 境、
~ ノ 於 八 地問f落 数 ソ 内、
モ林 ケ 蹴 ~ 歩 ヅ 前 ｛点 十 一
亦 地 Jレ 地 於 ア Jレ 八 ／ 問 於

開 ナ lli ノ男＇＇｝ ~y- 渓 十 ~ ーー ケ

係 Jレ頂十 粘 谷 度 裂豆 Jl〆

ナ ノ 統 板 ノ 東 ヲ 地
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一ー ノ J、 第 ヲ ナ砂 ケ キ
、

日里 ノ 上地只十普 Jレ岩 Jレ モ モ
、
ニ 附 崩 記面 タ 一通岩井 -jJ 其 ノ

十近 壊 ノ 降地競 屠 ノ 如 他 、

l 五 J、 物地下土地 ス ヲ z可予p言、主 グ J、 長日
、

日 去 衝災 セ ノ 一一 地 モ雑只概 ジ
、

ノ ル（ニ）突 J 、 亀於割破 セ タ シ t出
、

三 八
時

ノ 白 該裂 ケ ，，、 砕 ル表 ア 崩

日 錦動第 一一 Jl〆 第 墜 モ 土馬 J、

日
（ 

間 一 一 的八止 カ 八落 ノ 櫨蹄第一 、、・ー”
J、 十 及崩 一一 競マ如競セ J、掲形二

豪ニ 扶壊接地 グ 地 ジ 国 質 ヲ 競
、

雨 日 セ 生 ノ 大不或 メ ヨ 粘呈地

降午 i兄
、

ブ ジ 如 ナ規 J、 タ 土 ジ 第
、、，＿， 、

自リ レ タ キ Jレ則 A珂舟Z‘ Jレ 第 ーー 其 三

績 十 タ レ ノ、 モ ナ 九 モ 五止崩就

キ 一 Jレ 地 ノ Jレ！披 ノ 官見 マ 壊 地
、 、

二 時 :h モ 割 J、 モ？也 ア 地 .；，、 第
、

十 頃 如 濁接関 ノ 一一 Jレ 及大 小六

-'- ::! シ 作 口 ア 於モ 第 ナ ナ競ノ、

日 第 ノ ジ ケ 亜十 Jレ Jレ 地
、

ノ 降 六挟多主主 Jレ壊銃 一一
i夜 I手j 競態少綜 カ 土地 キ キ 於

一 シ i也 ::: 地隙如以 ー一’ 
J、 J、 ア

;Ii. 時 二 ノ、 止滑 l グ 下見表 FホJ:r J、

第 十 局！＇！、民2下~
ーマ ノ 小馬 一一 Jレ 土三 不、

一ヲ 一 五 レ 活 ナ蹄達如盟税規
一

告 日 続 メ Jl〆 車t セ グ 壊地別
、 、 、

ケ 一 地一一 モ 或 サ 新土 ーー ナ
一 ，戸、、

る〆 十 ヨ 般方 ノ .＞、 Jレ鮮土於 レ



護 シ 廿以来 Jレ然十耳：同 日 ，、 モ、
見テ 四 ア nui ヲ I幌五 一一 日 三／ 夜総 二

セ 第 日 今忽認隙 日 セ 午 71 ヨ フ． 寸ー
（ 

プ 七夜 日 チ メ 第 ノ 後活 前」二

レ 披 ヨ
一

がj ノ々 八接 』 L メ ニ｛投 日

y 地 至 五 税 見 一 十 ナ復一 -・ 、
及 二 レ 寸； 民地 －一. ブ !Iを共五 キ タ

、
謹 m十 ！浮蛍地係地ヒJi 時 日 モ雨

下時割リ災 ニ 刻ノノリ－ン 十 五

｜お披 n ,{ 百 長ノ豆ヲ未、ニ！

，七地 未 ヒ 11可鰐 認 八箇リ確明如十

披ノ、 i珂 第時 i捺 ノ 統属大知
一

グ

地 今
一

七 ー一 ノ 一地 J、 聖子 ス 豆第 日

ノ、 回至税！？耳 1[1/J.部 ナ 第 2え Jレ 七 一‘． 
） 

其 地 Jレ地七約ノ Jレ七 大 モ 突枕至

｜崩災 夜 第 八五白岡波探ノ然地リ

l裏ノ 中八 寸す宅部地ノナ蛮及快

場 先 － 』 a ~JJl 乃 ナ ノ プJ 及方 ミ／ 生 第 晴、
所隈 起 j也至 j也

一一 筑間只 ジ 十、 、
JG 一一

レ 及ー IEヨ盤於十 一ー・ ニ其税ナ

来 ジ Jレ 第尺 日 ヲ T 税数 十 夜地 レ

！羽 ア 地十 一一
午迩 J、地 回 四字以

J出i廿 災 枕及前 ・ン 一 ヲ 首 日 ナタト一
国 ヲ 地 ヒ 八 ／ 十除鳴午 一一

イ

Jレ 日 以以爾時北五 ケ ノ 後 シ 於 プ 五、
ヨ ノ テタ卜後頃 ヨ 日 J、如十 ア 人

－査終 ー一 援 一一
ノ 総キ 時大 J、里

自 i旬 レ於動至市 早 テ 強頃風 ニ ノ

コF 統 ア ナ ア
一

朝翌昔 ヨ 雨十地、

ナ四災 1着 一ー 而ノ、 グ 其走偶二 ヲ
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南 大 屋 ~子見．: ーー ／ 以 易

－一－~ Jレ 一秋野 四 プ γ 地 ア グ

、‘”’ 、
三／ 四 戸 JIJ :::. 戸

一一
＿.、 災 之 第

T 十 ア 筋 ア ア 由 主 ーー ヲ 十

大 九（四） 一一・ J、 テ（三）遁競、 、
野 年 ロ シ’ テ 地 此埋 ジ 人 被 跡 地
:::. 前 醜 割他 1支 ア 里 害 ジ

於 大 イ 車 一一 其 セ 第 ノ 了 水｜
ケ 探 プ 一ー 依｛杏 ブ 五 被 1吾 日、
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ヨ
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’恰 笛 記 モ 戸 砂 マ 流、 、
モ 前 吹 ノ ノ 流 岩 レ 下

第 一 ーー 昔日 砂 失 ノ R議一 、
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後脊神於或コグリセノ被ノセレ｜

コノ枇ケ J、災且而 J、如害災リス
、、

於雨境 Jレ草 害ヅジ元グノ害故高lj

フ’ 担Ij 内 岡地 ノ 地 ア ヨ 口 筒地 一一
板 i

再表地部 ノ 震災 -t, 』 碑 慮亦其岩

ヒ 土割宅語、生相 回災 一一
比主主護 J、 l

災 ノ ノ ノ 告｝ ス 互 ノ 害 ヨ 較域達 甫

害弛 如如面 ，、、 ノ 地 ナ 自力 内 セ 1舎
ヲ 緩 キ キ 叉 キ 問 災 二子 ア 多 JIノ 原

被 ヲ J、 連 －＇，、 カ -・ －＂・、 ヲ 明敏在区 ノ

Jl〆 生 南 並 ヲ モ多保 カ
一一

リ 域西、
ノ セ *t 一ー 麓明 一 グ セ ナ 三／ 特 J、 透

患 Jレ 雨務 ヲ ~定 llJ ス T 
一一 凡 ヨ、 、

→d ーー 秋轄避 シ〆 ノ 腹就印 統 1.K ア

ジ 倖川 セ ケ 難規
一一

中 ー千 往 口 地 数
ノ、、 分 サ ア γ 律起人以 一一一・ 理災 馬、

セ Jレ レ 居 ナ 里上於川
一

ノ

サ 必嶺 ..＞、 住難 キ 地附 ／ ア ノ 針東

Jレ 9犬 上 災 ス モ カ 層近臣 売と i皐 ジ 逢、
ナ ノ

一一
害 ル要如 ノ J、域亦及警

一

結於計 ヲ ス グ 傾最 J、 タ 大戒及

果 ケ Jレ 安 Jレ
、
随斜 モー 今地諜 ス ヒ

ナ Jレ J、、 金
一一

ー了 註後災 ヲ ，、、 i玩
レ f暴 カ 念今森意 γ 包 キ ジ

五五

，，、 戸ιa、 三Y ス 斜後林 ス 民世 括地 ア、
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一一

:t・ 豪 ::s !L〆 ジ 東

内 ‘ン タ 大
一一

』F 開地雨 i也 ア
一
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一一
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中島回目 → 一 タ 之 日 日
央 固 度園 ア ヲ 手ll

和、
: *ITT 部 幅乃束ル而中佐

ニ東至南 ヲ ・ン 止園 佐
於 位 J、百部以テ ジ 111g 岡
コ 第ぇ那三エ

、
テ該本地 緒

i隔
J，、 相個曲’d・ 智十於設 悶年 質

陸章 国五テ ニ ~rg 四調
＝仁＝~コ

士畠
1也 ！？耳度地該 J、五査 質
総 地 南北質調目 月 J、

調面 J、緯調査下 ノ 本

F克 室三査 ノ ~~~交’l守 査
ノ 勢 戸十未概図其曇 概
過 ll!l} 三瀦要中残

報
宇 同皮 ノ ヲ エ部之

ヲ q1日宇匝報腐 ヲ

ー－
、 農

r~:i 西乃 域告 ジ調着
商

メ J、 至 J、 ス主主査手
務

益； 1同苫・ 二F 二- 日 Jレヌ‘~~ジ－ピ

；東 知 十和所成控ジ
技

及 闘 四佐以 ヲ [fl& 
日市--

市 111話 度固ナ見其ナ 大
東 → 一 ノ 11rg Jレ結 レ
ノ、 接地印 J、了 築

五七

五巴 v 
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チ ρA>，’ • ヲ －て・
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脈山 ス 海南 界ス ヲ 山幅地 ヲ 方卒、
以 一回 JI-- 一ー 走 可, ニ 成脈中勢超 一一 洋

甫起 者終 ジ 劃 J、 ジ ノ .. ，、 ェ．柏、 ..... 

ノ 一ー Jレ夏セ 勝飢棉最園 ス 々 臨

水略 シ モ ］ 一 浦山 ス 高 幅 大 メ、
系 東 ア ノ 東 ~p 川 ノ 八勲 ノ す－

、
卸 走 阿是 1i チ 港霊キ 西 ル島

チ シ 波 ナ ニ雲域 峯者 ス 北 モ 峨
、 、

園テ 土 向車 ヨ 四而西 ノ ノ、
、

幅園佐 ニ ヒ 山那 イ在 ジ ーー ア 所，－、
内 幅 ノ J、再名主 賀概ア プ

戸箇,,. 々
電ヲ

一一 地 図 紀 ヒ 西？川ネ 国 ーー、
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東 水東 ノ 域北 J、会 抜 モ在
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太 蒲tキ 及轡遼 ノ 一ー 聖子 ノ 一 最 橘一
平 生フ海 太 曲 一一 分 走 川 地 千 大浦

（ 

洋 田ダ抜平 シ テ 1J℃ j謹~ ニ ナ 那

-崎 一 洋テ 上界 テ域 :1 百 Jレ賀

%'; ・ 二千 立~！： ヲ 法 四 大郡

朝 終 四 涜 江 第成グ勝3考十
） 

島 I＂付
（ 

シ 徳浦ラ察 米ス Jレ百下 那一、
Jレ 四 十 ス 賀 山勝 島 川 ス 突 周 及

河 J 八 Jレ 郡月！氏浦 市港 Jレ ノ 陸！牟ム

川上 米ニ附
、

那 背域二 叙． ム岐苓ノ、

記決；水近 賀 I 凶 Lil 千 浦
（ 

土 儀 / 系 二 分ニ 周 ノ 111[1¥ ヲ 三 i毎？

佐小 棋 ヲ 至岐 郡 山 分内以 百部7

問屋 小分 ジ ノ ニ 7.}c
一

r 米郡
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水一西 レ ジ西 ア且散東 生 ノ 牟、
想、道大 ヨ 島 一ー JI〆 ~ シ西 旧海岐

ブ ノ 国 モ l噴走事伊 タ ーー 崎洋浦

ーー 甫弧梢砂多 貰－島 Jレ 走間 J、 -・ 

蒲 方 ノ 南演 グ 金 J、及 モ レ 一ー 岩 3~

生一 断 方 第 海線之舞 1 )/; ＿，、 産、
回大芹 ーー 一岸殆 ヲ 子 ナ数数砂ニ

崎 弧 ヲ 偏巨精 読島 Jレ佑多 j賓 ，・、

ヨ j氏ナ ジ
一一

凹断ス ノ p、、 ノ 悲相牟、
階 ジ 之比 凸崖 I~ i市 グ 狭散雑 i皮

’ 
、

野落；む ヲ ジ
一一 一一 モ生椿緯 ジ 抗告

（ 

1長 γ 那四 T 唾J; ジ ノ田泊~テ i毎 ヨ
a‘《） 

一
智園顕 、、、 フd ナ崎降三名 岸

） 

及 ジ岡市 Jレ時 Ji 及 ノ ヲ 勝線野、
プ 扶 ~lfJ 部狭

一一
ヅ 第刈方ナ ノ ノ 根

（ 

一 ア 地 ノ 小東島二叉向 ジー出 ：，芸aζ合

帯 Jレ ノ 海ナ西！！政監；崎 ノ 爾 ヲ 入事，－、
ノ J、海岸 一ー 一一

椋其後成甚郡、 ） 

i毎夙 岸線本走乏殆泊地’ j支ス ジ
一一、

下手 一一
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